2009年度　薬理学　本試
【１】薬物動態において、個体差をもたらす因子を挙げ、概説せよ。

【２】低用量アセチルコリンを投与したとき、全身血圧と心拍数はどうなるか。その薬理と機序を書け。

【３】次のオータコイドの中から一つ選び、（a）生体内の薬理作用と（b）作用に影響する薬の名前、作用機序、臨床応用上の疾患を書け。

１．ヒスタミン

４．血小板活性因子

２．セロトニン

５．一酸化窒素

３．ブラジキニン

【４】次の受容体における構造上の特徴と代表的な作動物質、拮抗物質を書け。

１．ニコチン様アセチルコリン受容体
４．TP受容体（トロンボキサンチン受容体）

２．インスリン受容体


５．グルココルチコイド

３．βアドレナリン

【５】次の用語を説明せよ。

・容量反応曲線

・耐性

・競合的拮抗

・依存

・非競合的拮抗

【６】犬に次の薬品を持続投与した。各々、全身平均血圧、心拍数、末梢血管抵抗はどのように変化するか。

１．アドレナリン

２．ノルアドレナリン

３．イソプロテルナール

【７】アスピリンの、以下の作用・副作用についてのその発現機序、薬理機序を説明せよ。
１．鎮痛作用

２．解熱作用

３．血栓予防

４．胃粘膜障害
